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 「楽しい学校（楽校）の創造」 

－ やる気 こん気 げん気 －  

                             

 

９月１日に，市制施行２０周年を迎えます。甲斐市では，現在，第２次 創甲斐教育推進大綱が掲

げられ，次の８項目の基本方針が示されています。第２次 創甲斐教育推進大綱は，令和２年度～令

和６年度ということで，今年度最終年度となっており，目標達成に向けて努めています。 

１バランスのとれた知・徳・体の育成 ２ふるさとに誇りや愛着を持ち，活躍できる人材の育成 

３家庭・地域・学校による教育の推進 ４生涯学習・文化活動の推進 ５スポーツの推進 

６図書館活動の推進 ７質の高い教育のための環境整備 ８多様な学びの機会の充実と提供 

基本理念「甲斐市で育ち，甲斐市を育てる人づくり」の下，教育活動に取り組んでまいります。 

 

夏休みに入って間もなく，甲斐っ子応援教室が開かれました。それぞれの教室で，自分の課題にも

くもくと取り組む児童の姿が見られました。本日，２学期が始まりました。児童が１学期培ってきた

もの，そして，夏休みの生活を生かし，健やかな成長ができるよう，保護者・地域の皆様，ご理解・

ご協力，よろしくお願いいたします。 

 

夏休み中は，オリンピックが開催され，各選手の素晴らしいパフォーマンスが随所に見られました。 

選手一人一人にしてみると，練習の成果が発揮できたり，思うような結果につなげられなかったり，

テレビ等の映像を通してそれぞれの思いが伝わってきました。そのような思いも含めて，このように

作りあげられてきた文化は本当に素晴らしいと感じるものでした。８月２８日（水）（日本時間では

２９日）には，パラリンピックの開会式が行われました。パラリンピックは単なるスポーツイベント

ではなく，スポーツと障がいについての世界の注目を集め，個々を励まし，社会変革をもたらし，障

がいがある人々のためのインクルーシブなスポーツ参加を促す機会となります。（大会ＨＰから抜

粋）９月８日（日）までの日程です。 

  

体育館に響き渡った歌声 
７月１６日（火），３連休明けの朝の時間でした。音楽集会のために，全校児童が体育館に集まり

ました。各学級で練習してきた「勇気１００％」，全校で合わせました。はじめに，１～３年生，そ

して次に４～６年生，最後に全校で歌いました。徐々に声が出てきて，歌い終わりには，体育館いっ

ぱいに響き渡った元気な歌声の余韻が残りました。全校での一体感が清々しく感じました。 

 

お知らせ 

○８月３１日（土）ＰＴＡ親子早朝作業・体育着リユースを予定していましたが，天候不順のため，９月

７日（土）に延期しました。よろしくお願いいたします。 

 ○９月１３日（金）全国学力・学習状況調査の結果を配付する予定です。この結果を受け，学力向上に向

けて，授業の在り方等について研究をしていきます。 



(文責 本田 司) 

命について考える 
７月１７日（水），６年生が「いのちの授業」を

受けました。NPO法人いのちの教室 理事長 若尾

久氏を講師に迎え，実施しました。若尾氏は，講義

型の価値観を押しつけるような授業ではなく，子ど

もたちが自ら考え気づいていく授業を大切にしてい

ます。６年生は，若尾氏とのやり取りや自分自身に

問い直したり，仲間の発言を聞いたりして，命につ

いて見つめ直すことができました。 

３・４校時の時間が，あっという間に過ぎ，とて

も充実した学びとなりました。 

 

   ハピネスとウェルビーイング 
７月１３日（土），「地域とともにある学校づくり推進フォーラム2024山梨」に参加し

ました。～コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組を通して～とのサブ

タイトルの下，昭和町立押原小学校の他，高知市と八王子市の中学校の実践が報告されまし

た。そして，それに先立ち，京都大学教授の内田由紀子氏による，「日本社会に根ざしたウ

ェルビーイングの向上」について講演が行われました。この演題は，国の第４期教育振興基

本計画において，総括的な基本方針の１つとして掲げられているものです。 

さて，最近よく聞く「ウェルビーイング」ですが，「幸せ」と訳されることもあります。

「幸せ」には，「ハピネス」という言葉があります。内田先生によると，「ハピネス」は，

短期的で個人的な状況評価・感情状態，「ウェルビーイング」は，包括的で，個人のみなら

ず個人をとりまく「場」が持続的によい常態であることだそうです。そもそも日本的幸福は，

協調的幸福感の傾向があります。子どもたちの「ウェルビーイング」は，学校や地域の「ウ

ェルビーイング」に関わってきます。コミュニティ・スクールとして，保護者・地域の皆様

と連携・協働して教育活動を行う中で，「ウェルビーイング」の向上を図っていきたいと感

じる機会となりました。 

 

 

 
             

８月８日，宮崎県南部において震度６弱の地震が

ありました。震源が南海トラフ巨大地震の想定震源

域内であることから，南海トラフ地震臨時情報（巨

大地震注意）が発表されました。南海トラフは，駿

河湾から日向灘沖の海底に延びる溝状の地形であ

り，震源の場所によっては，山梨でも大きな地震が

起こり，県内の最大震度は７を想定しています。今

回は，注意ということで，日頃の備えの再確認を１

週間程度続けるという対応でした。南海トラフ巨大 

昨年度の避難訓練の様子から       地震の想定震源域内において大きな地震は起こりま

せんでしたが，８月９日には神奈川県で震度５弱，８月１５日には神奈川県で震度４，８月１

９日には茨城県で震度５弱の地震が起こっていますので，気を付けなければと思います。９月

１日は防災の日で，８月３０日から９月５日までは防災週間となります。２学期の始業式の中

で，児童にも注意を促す話をしました。改めて，ご家庭でも災害時の対応をご確認ください。

本校では，１０月１５日（火）に地震を想定した避難訓練を予定しています。 


